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内容概要

音声翻訳システム (ATR-MATRIX)に必要な音声入力について、ハードウェア構成と音

声データの流れについて説明する。
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塾

ATR-MATRIXへの音声入力は SPRECモジュールが行い、次の 2種類の音声入力方法があり

ます。

■ 肉声による音声認識

厨 テープからの音声認識

上記方法の違いにより、 ATR-MATRIXに必要な音声入力のハードウェア構成が多少変わります。

肉声による音声認識

ハードウェア： Datlink+ 

DATウォークマン/DATデッキ

SCSIケーブル (Datlink+、PC接続用）

光ケーブル／キャノンケーブルなど (Datlink+、DATデッキ

/DATウォークマン接続用）

マイク、（必要ならばマイクアンプ）

ソフトウェア： Datlink+用デバイスドライバ

(Datlink+用デバイスの作成の仕方は Datlink+マニュアルを

参照してください。）

テープからの音声認識

ハードウェア： Datlink+ 

DATウォークマン/DATデッキ

SCSIケーブル (Datlink+、PC接続用）

光ケーブル／キャノンケーブルなど (Datlinlr+、DATデッキ

/DATウォークマン接続用）

音声テープ

ソフトウェア： ※肉声による音声認識に同じ
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音声入力のしくみ

ATR-MATRIXでは音声入力に、 Datlink+を使用します。音声データは、以下のハード

ウェア、ソフトウェア間を流れます。

図1: ハードウエア構成
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図2: ソフトウェア構成

sampling rate…….. 16KHz 
bit ............................ 16bit 

Data…………………... Raw(No Header) 
の音声データ
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